
15

試
掘
坑
内
弾
性
波
速
度
図
（
S
波
速
度
）

敷
地
内
で
の
試
掘
坑
内
弾
性
波
試
験
結
果
よ
り
、
解
放
基
盤
表
面
の

S
波
速
度
を

1
.6

5
km

/
sと
評
価
し
た
。

 

■
美
浜
発
電
所

3号
炉
試
掘
坑
内
弾
性
波
試
験
結
果

キ
ー
プ
ラ
ン

試
掘
坑
位
置

（
試
掘
坑
内
弾
性
波
試
験
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
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第
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審
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再
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■
美
浜
発
電
所
敷
地
内
に
お
い
て
、
約

50
m
間
隔
の
微
動
観
測
を
実
施
し
て

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル
を
評
価
し
、

敷
地
に
お
け
る
解
放
基
盤
表
面
の
深
度
の
空
間
変
動
を
評
価
し
た
。

1 
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30
0

20
0

10
0

0
1:

20
00

（
単
点
微
動
観
測
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
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料
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ら
変
更

：
微
動
観
測
点
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■
H
／

V
ス
ペ
ク
ト
ル
の
算
定
方
法

①
微
動
観
測
は

1地
点
に
つ
き

15
分
間
と
す
る
。

②
観
測
波
形
か
ら
目
視
に
よ
り
ノ
イ
ズ
の
影
響
の
小
さ
い

区
間
を
複
数
選
択
し
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。

1区
間
の
デ
ー
タ
長
は

40
.9

6秒
と
し
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
数
は

10
区
間
程
度
と
す
る
。

③
各
区
間
ご
と
に
フ
ー
リ
エ
変
換
を
実
施
し
て

H
／

V
ス
ペ
ク
ト
ル

比
を
算
定
し
、
周
波
数
領
域
で
平
均
ス
ペ
ク
ト
ル
を
算
出
す
る
。

さ
ら
に
、
得
ら
れ
た
平
均
ス
ペ
ク
ト
ル
に
対
し
て
幅

0.
1H

zの
P

ar
ze

nウ
ィ
ン
ド
ウ
で
平
滑
化
を
行
う
。

な
お
、
Ｈ
（
水
平
成
分
）
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
２
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
和

と
し
た
も
の
と
す
る
。

④
H
／

V
ス
ペ
ク
ト
ル
の
評
価
に
お
い
て
は
、
信
頼
性
の
観
点
か

ら
、

1H
z～
数

H
zの

周
波
数
範
囲
に
着
目
し
て
評
価
を
行
う
。

灰
色
：
各
区
間
の

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル

薄
紫
：
平
均

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル

紫
色
：
平
滑
化
さ
れ
た

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル
の
例

（
単
点
微
動
観
測
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲



18

■
2層

地
盤
に
よ
る

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル
の
同
定
方
法

①
2層
地
盤
の
仮
定

第
1層

の
V

s・
V

pは
、
敷
地
内
の
各
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
の

P
S

検
層
結
果
か
ら
、
表
層
の
埋
土
部
分
の
平
均
値
を
用
い
る
。

（
V

s=
26

4m
/s
、

V
p=

1,
58

3m
/s
）

第
2層

の
V

sは
1,

65
0m

/s
と
す
る
。

密
度
ρと
第
２
層
の

V
pは

、
以
下
の
経
験
式
に
よ
り
算
定
す

る
。

V
p=

1.
29

+1
.1

1V
s

ρ 
=1

.2
47

5+
0.

39
9V

p-
0.

02
6V

p2

②
観
測

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル
の
ピ
ー
ク
周
波
数
の
読
み
取
り

微
動
の

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
、

1H
z～

10
H

zで
H

/V
ス
ペ
ク

ト
ル
が
最
大
と
な
る
周
波
数
を
読
み
取
る
。

③
H

/V
ス
ペ
ク
ト
ル
の
同
定

①
の
物
性
値
か
ら
算
定
し
た
理
論

H
/V
の
ピ
ー
ク
周
波
数
が
、

②
で
求
め
た
観
測

H
/V
の
ピ
ー
ク
周
波
数
と
一
致
す
る
よ
う
に
、

第
１
層
の
層
厚
を
求
め
る
。
理
論

H
/V
は

R
ay

le
ig

h波
の
基

本
モ
ー
ド
に
基
づ
い
て
算
出
す
る
。

※
な
お
、
１

H
z～

10
H

zに
明
瞭
な
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
る
も
の

の
み
を
対
象
と
す
る
。

観
測

H
/
V
ス
ペ
ク
ト
ル

理
論

H
/
V
ス
ペ
ク
ト
ル

明
瞭
な
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
る
場
合
の

H
/V
ス
ペ
ク
ト
ル

明
瞭
な
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
な
い
場
合
の

H
/
V
ス
ペ
ク
ト
ル

V
s=

1
,6

5
0
m

/
s層

の
上
面
深
度

(k
m

)

（
単
点
微
動
観
測
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
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：
検
討
か
ら
除
外
し
た
観
測
点

：
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
基
盤
標
高
コ
ン
タ
ー

30
0

20
0

10
0

0
1:

20
00

■
Ｈ
／
Ｖ
ス
ペ
ク
ト
ル
の
同
定
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

V
s=

1,
65

0m
/s
層
上
面
の
深
さ
分
布

敷
地
の
山
側
か
ら
海
側
に
向
か
う
に
連
れ
て
徐
々
に
下
が
っ
て
い
く
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
基
盤
コ
ン
タ
ー
と
も
調
和
的
で
あ
る
。

（
単
点
微
動
観
測
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲
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■
敷
地
内
の
試
掘
坑
内
弾
性
波
試
験
結
果
か
ら
、
敷
地
浅
部
に

V
s=

1.
6
5k

m
/s
程
度
の

硬
質
な
岩
盤
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
地
質
断
面
図
か
ら
、
原
子
炉
建
屋
の
基
礎
直
下
よ
り
概
ね

C
M
級
以
上
の
岩
盤

が
存
在
す
る
事
を
確
認
し
た
。

■
H
／

V
ス
ペ
ク
ト
ル
を
用
い
た
敷
地
内
の
解
放
基
盤
表
面
の
深
度
推
定
の
結
果
、

V
s=

1
.6

5
km

/
sの
上
面
深
度
は
概
ね

E
.L

.＋
20

m
～

E
.L

.－
60

m
程
度
ま
で
の
範
囲
の

深
さ
に
推
定
さ
れ
、
解
放
基
盤
表
面
の
深
度
に
つ
い
て
は
、
敷
地
全
体
に
わ
た
っ
て
著
し
い

高
低
差
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

■
原
子
炉
建
屋
設
置
位
置
付
近
の
Ｅ

.Ｌ
.＋

0
ｍ
の
位
置
に
解
放
基
盤
表
面
を
設
定
し
た
。

（
解
放
基
盤
表
面
の
設
定
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
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測
線

A
測
線

B
測
線

調
査
測
線
長

(m
)

61
0

67
0

解
析
断
面
長

(m
)

59
0

63
0

探
査
測
線
（
A
測
線
）

解
析
断
面
（
A
測
線
）

探
査
測
線
（
B
測
線
）

解
析
断
面
（
B
測
線
）

■
地
下
構
造
を
連
続
的
に
把
握
す
る
た
め
、
敷
地
内

2方
向
の
反
射
法
地
震
探
査
を
実
施
す
る
。

■
極
力
長
く
測
線
を
確
保
で
き
る

2
測
線
を
選
定
し
た
。

■
解
析
断
面
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
で
は
一
部
測
線
配
置
が
屈
曲
し
て
い
る
た
め
、
反
射
点
分
布
の
ほ
ぼ
中
央
付
近
を
通
過
す
る

解
析
断
面
を
設
定
し
た
。

（
反
射
法
地
震
探
査
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲
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A測
線

0m
59

0m
A
’

A

敷
地
は
主
と
し
て
花
崗
岩
か
ら
な
る
地
質
で
あ
り
、
褶
曲
構
造
や
極
端
な
落
ち
込
み
構
造
等
は
確
認
さ
れ
ず
、

深
さ
約

3
0
0
m
程
度
ま
で
は
特
異
な
構
造
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

A’
A

B
測
線
位
置

60
0m

50
0m

40
0m

30
0m

20
0m

10
0m

0m
東
側

西
側 深度（m）

縦
横
比

1:
4

（
A測
線
：
深
度
断
面
）

（
反
射
法
地
震
探
査
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
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B測
線

0m

63
0m

B
’

B

敷
地
は
主
と
し
て
花
崗
岩
か
ら
な
る
地
質
で
あ
り
、
褶
曲
構
造
や
極
端
な
落
ち
込
み
構
造
等
は
確
認
さ
れ
ず
、

深
さ
約

3
0
0
m
程
度
ま
で
は
特
異
な
構
造
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
B測
線
：
深
度
断
面
）

0m
10

0m
20

0m
30

0m
40

0m
50

0m
60

0m
南
側

東
西
測
線
位
置

北
側

B
B’

深度（m）

縦
横
比

1:
4

A

縦
横
比

1:
4

深度（m）

（
反
射
法
地
震
探
査
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲



ボ
ー
リ
ン
グ
位
置

（
S
1
1
0
0
孔
）

3
号

2
号

1
号

24
（
S
1
1
0
0
孔
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
）

深
度

P
波
速
度

S
波
速
度

5
0
～

9
0
m

3
,9

3
0
m

/
s

1
,7

2
0
m

/
s

9
0
～

4
6
0
m

4
,7

5
0
m

/
s

2
,4

3
0
m

/
s

4
6
0
～

1
,1

0
0
m

5
,5

0
0
m

/
s

3
,1

4
0
m

/
s

P
S
検
層
結
果
（
ダ
ウ
ン
ホ
ー
ル
法
）

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
地
点
（
S
1
10

0
孔
）
に
お
い
て
は
、
深
度

5
0m
程
度
ま
で
は
砂
等
で
あ
り
、
そ
れ
以
深
に
つ
い
て
は
、

主
に
花
崗
岩
が
分
布
す
る
。

■
地
震
計
の
設
置
と
と
も
に
地
下
深
部
ま
で
の
地
質
及
び

地
盤
物
性
を
把
握
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
（S

11
00
孔
）

を
実
施
し
た
。

地
震
計

設
置
位
置

E
.L

.－
8
4
m

E
.L

.－
2
0
0
m

E
.L

.－
5
2
7
m

E
.L

.－
1
,0

6
7
m

ダ
ウ
ン
ホ
ー
ル
法
が
平
均
的
な
速
度
構
造
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
法
は
１
ｍ
区
間
の
局
所
的
な
速
度
を
計
測
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
法
で
測
定
さ
れ
た
速
度
の
最
大
値
は
、
ダ
ウ
ン
ホ
ー
ル
法

の
速
度
よ
り
も
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
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会
合
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